イフク　ト　ソノ　プレゼンテーション　ミヤケ　イッセイ　ノ　A　POC　ノ　イギ by マエダ, サイコ et al.
Osaka University
Title衣服とそのプレゼンテーション : 三宅一生のA-POCの意義
Author(s)前田, 彩子
Citationデザイン理論. 46 P.115-P.129
Issue Date2005-05-30
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/52777
DOI
Rights
学術論文 『デザイン理論』46/2005
衣 服 と そ の プ レゼ ンテ ー シ ョ ン
三 宅一・生 のA-POCの意 義
前 田 彩 子
京都工芸繊維大学大学院
キーワー ド
衣服,プ レゼンテーション,A-POC,プロセス,デザイン
clothing,presentation,A-POC,process,design
はじめに
1A-POCの実際
2A-POCのプレゼンテーション
2-1A-POCの ショー
2-2A-POCの 展覧会
2-3A-POCの ショップ
3A-POCとプレゼンテーション
おわ りに
は じめに
これ まで の西 欧の衣服 の歴史 において,衣 服の生産 システムが大 き く変化 したのは,20世
紀半 ばのこ とである。 それ まで受注生産,つ ま り,個 人 の注文 によってのみつ くられ,売 買 さ
れていた衣服 は,交 通網 の発達や機械 の発展 な どによ り大量生産,つ ま り,短 時間内 に多 くの
量が画一一的につ くられ,流 通す るようにな ったので ある。 そ して,流 通す る前の新 しい衣服 は,
何 らかの媒体 を通 してわれわれ に提示 され る。その媒体 は,衣 服生産の発達 に伴 って さま ざま
に変化 してきた。近年 では,モ デルが衣 服を着て舞台を歩 くシ ョー,そ の姿 を撮影 したビデオ
映像や写真,あ るいは,新 聞や雑誌,店 舗の空 間な どと多種多様 であ り,と くに20世紀末 か
ら顕著 な変化 が見 られは じめ るよ うにな った。本稿 で取 り上 げ る"A-POC"も,衣 服の こう
いった新 しい媒体 に よる提示 と深 く関連 して いる。
A-POCとは,「Epoch(エポ ックe新 時代)」 とかけて,「APieceofCloth(一枚の布)」
の頭文字 か らつ くられた ことばで あ り,世 界 的なデザイナーで ある三宅一生(1938～)とテ
キスタイルエ ンジニア兼 デザ イナーであ る藤原大(1967～)の ふた りによ って新 しく提案 さ
れ た衣服 をい う。彼 らを 中心 と したチ ームは,「一体成型」 を当初 の コンセプ トとし,従 来 の
衣服生産 システム とは異 なる コンピュータ ・テ クノロジーを駆使 した工程 で,A-POCシ リー
ズを展 開 している。
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A-POCは,雑誌の記事や対談で取 り上げられる例は多かった ものの,誕 生か ら間もないこ
ともあり,これまで研究の対象として深 く論 じられることはほとん どなかった。三宅は,従来
の西洋の服作 りとは違 う 「1枚の布」で体を包み込む服をコンセプ トに1970年代から一貫 し
た制作を続け,同 時に著名な芸術家 とコラボ レーションを行っていた。 このために着 目され
ることは比較的多 く,それに関する文献は何点かみ られる。哲学者の鷲田清一 は,そ の著書
『最後のモー ド』のなかで現象学的観点か ら三宅の作品に取 り組んだが,ま だ誕生 していなかっ
たA-POCとの関連には触れていない。
ここでは,プ レゼ ンテーション,すなわち提示方法 という視点からA-POCの特色と定義
を明らかにしたい。はじめに,そ もそもA-POCとはどのような衣服であるのかを検討する。
その際,衣 服 自体とその生産工程とに注 目する。次にA-POCが実際に試みている従来 とは
異なるプレゼンテーション,つまり,シ ョー,展覧会,店舗に焦点を当て,こ れまでの提示方
法とどのような差異があるのか分析する。最後にそれらを総合 してA-POCの特性とその意
義を考察 し,なぜ従来と異なるプレゼンテーションが必要であったのか,また,なぜ可能であっ
たのかという点を解き明かしたい。
1A-POCの実際
先にも述べたようにA-POCは,三宅一生 と藤原大のふた りを中心 とする10人前後のチー
ムによってつ くり出された新 しい衣服のコンセプ トのシリーズである。原形が誕生してからわ
ずか8年 の間に,2000年度 グッドデザイン大賞の受賞や展覧会への参加,個 展の開催な ど,
数多 くの注 目を集めている。そのはじまりは,1997年「lsseyMiyake」のコレクションで発
表 された 〈JustBefore>である。 このシリーズは,三宅のそれまでの衣服 とは一線を画 した
ものである。三宅は,以下のように述べている。
想像力を持ち,先入観を持たない彼ら 〔チームの人々〕が,私 がいつも探 している 「現代
とライフスタイルを反映する衣服」の発見をもたらしてくれ ると確信 している。一 中略
一 私は,衣服をつくるシステムの根本的な変革の実験を試みている。最近のコンピュー
タ ・テクノロジーを使って,機械を通 り,通常は裁断と縫製のために必要であった無駄な
生地を残 さずに,完成 した衣服の出現を思い描いているのであるiL。
三宅は,果 てしなく変化する時代 とその要求に応える衣服をつ くり出す可能性を求め続けて
いる。そ して,そ の可能性 を探すためにチームワークを基本 としたA-POCプロジェク トに
乗 り出した。A-POCが正式デビューした翌年の1999年,三宅 は自らの挑戦のために,28年に
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渡 ってつ くり上 げてきた ブラ ン ドであ る 「lsseyMiyake」を滝沢直 己m(1960～)に任せ,
A-POCに専念す ることに した ので ある。2000年には,東 京 とパ リに機能,デ ザ イ ン共 に特徴
的な シ ョップが オープ ンした。A-POCシ リーズには,そ れぞれ の名称 と共 に,シ ーズ ソvご
との通 し番号 がつ け られ てい る。1997年の<A-POCO>〈JustBefore>と1998年の 〈Tube
Knit>は,「lsseyMiyake」ブラ ン ドか らの提案 であ り,正 式 な 「A-POC」ブラ ン ドとなる
の は1998年の 〈A-POC1>〈KingandQueen>からで ある。
で は,そ のA-POCと は,具 体的 には どの ような衣 服で,従 来 の衣 服 とはどのよ うな差異
が あるのだ ろうか。A-POCは,根 本 的な生産段 階か ら従来 の衣服 とは異な るた め,そ の特性
を把握 しようとするときには生産の工程を知っておかなければな
らない。そのことを念頭にいく例かのA-POCをみていきたい。
現在の衣服に用いられている素材には,主 として二通 り"ある。
ひとつは布帛と呼ばれる織物で,も うひとつはニッ トと呼ばれる
編物である㌔ その構造上,一 般に布帛は伸縮性に乏 しぐ'【,ニッ
トは伸縮性に富むという性質を持っている。
初期のA-POCは,ニ ッ トのみの構成であった。上下 にフリ
ンジのついた一枚の細長 い生地の ように見 える 〈Kingand
Queen>(1998年)の一部をよくみてみると人を象ったようなラ
イ ンが入っているのに気づく(fig.1)。生地は筒状になってお り,
ラインに沿ってカットするとワンピースや帽子,ス カー トなどが
現れる。カットしてもほつれないそのラインには何通 りかあり,
それを選択することによって袖や丈の長さや衿 ぐりのかたちなど
のデザインを決定することができる。ラインの選択とそれをカッ
トす ることは着用者U1に任せ られてお り,十分な伸縮性を有す
る解き放たれた衣服は,身体のかたちと動きに無理な く適合 し,
縫い合わせる必要な くそのまま纏えるのである。生地の残 りの部
分はあます ところなく靴下やバ ッグなどになる(fig.2)。この
A-POCがつ くりだされるには,素材 となる糸を決定 し,衣服の
フォルムをプログラム化し,それらをコンピュータ ・プログラミ
ングされた工業用編み機に通すという段階が必要である。簡単 に
言 うと,材料とデータを機械に入れるとそのまま衣服を含んだ筒
状に編まれた生地が出て くる一体成型なのである。ニ ット生産に
fig.t<Queen)1998
fig.2(Queen)1998
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は1970年代か らコンピュータが導入されており,縫製な しに衣服を成形すること自体はこれ
までと異なる技術とはいえない。また,ス トッキ ングはかな り以前から一体成型で生産されて
おり,無縫製立体衣料用編機aが開発された近年のニ ットの衣服生産においても,1着 の衣服
を1本の糸から編みだすことができる技術が実用化 しは じめたところである。 しか し,すでに
形態が決定 しているス トッキングの場合には同一デザイ ンの大量生産が前提にされているし,
近年の無縫製立体衣料用編機 にしても一着ずつが編みあがって くるのであって,生地にカット
するラインが編み込 まれ,デ ザインの最終形態を着用者自身に委ねるA-POCとは異なる。
縫製を必要 とせず,カ ットすることで衣服の最終デザイ ンを決定する新 しい服づ くりは,衣服
生産のプロセスを変容させる革新的なものなのである。
fig.3(Paindemie)1999
その後,レ イヤー ドやライン上ではないところで
カ ットして もほつれない技術,あ るいは糸や編み方
の変化を駆使 したデザインの展開など幾通 りにも進
化 したA-POCに,は じめて布 帛が誕生 したのは,
1999年のことである。 〈Paindemie>(fig.3)と名
付 けられたそのA-POCは,好みの厚さにカッ トし
て,耳 まで残さないで食べ られるフランスの トース
ト用食パ ンと同 じ名前が示す とおり,好 きなライン
で切 り取 ることができ,生 地の無駄が出ないように
されている。 この点 はそれまでのニ ッ トのA-POC
と同様であるが,2本 以上の糸の交錯か ら成る伸縮性に乏 しい織物での一体成型はニ ットに比
して容易ではなかったはずである。部分によって織 りの密度を変化 させることなどで,縫製な
しに立体的にすることを可能にしたもののニ ットほど身体にフィットしない。その問題点に対
応するように,両脇から切り取 られる生地がサイズ調整のベル トのように用いられる仕組みに
なっている。布帛における衣服生産は,多 くの場合,す でに出来上がっている生地から必要な
ものを選び,型 を決定し,その型紙通 りに裁断 し,それを縫い合わせるという手順で行われて
きた。現在では規模や速度は変化 しているものの,そ の工程は衣服が受注生産であった近代,
さらに遡 ってそれすらなかった古代か らほとんど変わっていない。糸の段階からそのまま衣服
になる生地をつ くり出すA-POCの出現で,裁 断,縫 製が省かれるというそれまでとは全 く
異なる工程が実現 したのである。 さらに糸と織 り方による生地自体の種類の拡大や平面では最
も困難なアイテムであるパンツへの完成など布帛の実験が重ねられている。
ここまでは 「一体成型」 という当初のコンセプ トのもと,縫製なしでの立体性を追求 してき
たA-POCであるが,2000年の 〈Caravan>(fig.4)のように,左右の身頃が別 々に織 り込
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まれ,後 ろ中心1カ所に最低限の縫製が必要となるシリーズ
も発表された。より立体的な三次元の服へというこの方向性
は2003年の 〈HandStitchJacket>(fig.5)に発展 し,こ
こでは縫製が完全に必要となったのである。袖や身頃,見返
しなどジャケ ット1着分 のパーツが,幅60cm,長さ4mの
ひとつのフレームのなかに収まっている。型紙上の指示,つ
まり,出来上がり線や縫い代,ボ タンつけ位置,ス テッチの
ラインなど,縫製時に必要となる情報が織 り込まれたその全
てのパーツを切 り取 り,縫い合わせ ることでできあがる。い
うまでもなく,丈や前あわせの種類などは選択できるが,こ
れでは当初のコンセプ トである一体成型への追究を諦め,こ
れまでの工程 とほとんど変わらな くなったようにも思える。
しかし改めて見直 してみると,衣服の一体成型という考えの
進化であると捉えることができるかもしれない。一体成型で
省かれるものは,工程だけでな く生産される過程においてど
うしても発生 してしまう余分な材料である。従来の衣服生産
の方法では,多 くの場合,生 地が生産される単位が最低でも
何十メー トルと大き く,使用できずに余って しまうことがし
ばしばある。それ以前に,注文通 りの生地ができるかどうか
隻
fig.4(Caravan)2000
fig.5<HandStitchJacket>2003
確認するためのサンプルをつくるだけにも多 くの分量を要している。ひとつのフレームのなか
に1着分のパーツが無駄にならないように配置された生地は,必要な枚数だけの生産が可能で
あり,結局のところ 「通常は裁断と縫製のために必要であった無駄な生地を残さず」 という三
宅のことばに一致するのである。また,も う少 し別の視点から眺めてみるとキットを意識 した
ものとも理解できるだろう。近年,何 かを完成させる一式のパーツがひとまとめにされて販売
されていることがよくある。そこには完成品だけではなく,つ くること自体をも楽 しむ目的が
ある。その領域は,組 み立て模型やぬい ぐるみなどの玩具にはじまり,アクセサリーや自転車,
ビールや薫製などの飲食物までと多岐に渡っている。このようなキッ ト化と呼べるような要素
は,ひ とつのフレームからパーツを取 り外 し組み立てる 〈HandStitchJacket>にも当ては
まるのではないだろうか。現在の衣服生産は,オー ト・クチュールやプレタポルテをはじめと
して様 々な方式がある。A-POCは,高度な職人の手仕事を誇るオー ト・クチュールへのアン
チ ・テーゼとは指摘 されてきたxが,実はこのキット化されたA-POCはプレタポルテに も属
さない。つまり,手仕事でも,工場生産で も,衣服というものをつ くりだ していることには変
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わ りないのである。A-POCは,衣服がプロダク ト製品のひとつであることを改めて認識 させ
'るのである
。
以上のように,さ まざまな進化をとげてきたA-POCは,コンピュータ ・テクノロジーを
用いた従来とは異なるプロセスで生産され,無 駄になる材料が極力削られているという点にお
いて一貫 しているx'。ものをつ くり出すには,素材 とフォルムが必要である。 もちろん,オ ー
ト・クチュールでもプレタポルテでもその点は同様である。A-POCはどれも編機または織機
のある工場でつ くら船るのだが,いずれにしてもつ くられた生地のなかにはあらか じめ計画さ
れた最終的なフォルムが存在 している。通常,衣 服にとっての素材とは生地そのものであると
思われがちであ り,生地は材料メーカー,機械メーカーが提供するもののなかから選択す るこ
とが一般的であった。三宅は思い描いた素材を手に入れるために早い時期か ら生地づ くりの現
場と関わっていたが,そ の段階ではまだ衣服の素材は生地であるという前提か ら抜け出せてい
なかった。それは工程の変革を試みた 「プリーツ ・プリーズ%11」の開発時においても同様であ
る。は じめに生地があり,それを用いてあるフォルムをつくらなければならないという条件下
では,ど うしても裁断と縫製 という工程を経なければならないという限 られた状況になって し
まう。だが,糸 の段階にまで遡れば見えて くるものがある。A-POCは,生地は糸からつ くら
れるという単純な事実に気づ くことでその制約から脱出し,工程の変革 も含めた糸からの衣服
生産を実現することができた。衣服をつ くるときに,素材 とフォルムという要素を必要とする
基本は変わ らないが,素材がフォルムになってい くたあに何をするか,と いうその間の変革は
可能なのである。近年のデザインにおいて可視的な領域,つ まり,色彩やフォルム,質感といっ
た表面上の変化のみが重要視 されてきたXlllが,現実のデザインは,不 可視の領域,つ まり,
工程やその過程 において発生する余剰などを含むものである。
また,最 終デザインの決定権が着用者に与え られている点にもA-POCの一貫性がみ られ
る。もちろん,事前にカットするライ ンが見えていることからもわかるように,着用者の選択
は限られた範囲内に留まるものではある。 しかし,着用者がデザインに参加することは,誰 の
デザインであるかという点に対する意識を薄める効果もある。衣服にはそのデザイナー名が注
目されるが,本 来プロダク ト製品はアノニマスなものであったxiv。A-POCは,ここでもプロ
ダク トを志向しているかのようである。高度な技術を駆使 しなが らもハサ ミを入れることで完
成するA-POCは,大量生産でありながら個人の意志 に沿う特別仕様という矛盾する要素を
両立させている。プロダク ト的側面を全面に示 しながらも,その特徴のひとつである画一化を
出 し抜いたともいえるだろう。
それでは,こ のように特徴的なA-POCは,ショーや展覧会,シ ョップにおいてどのよう
な方法で提示 されているのだろうか。
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2A-POCの プ レゼ ンテーシ ョン
2-1A-POCの ショー
まず,1998年10月14日にパ リの国立 美術学 校x'で行 われ
た1999年春夏 コレクションの様子をみてみた い。
シ ョーのは じま りは,ス テー ジに白 く長 い生地が置かれた
状態であ った。 この生地 には,縦 方向 に人間が両手を挙げて
いるかの ような ライ ンが見 える。次 に黒 いTシ ャツと黒いパ
ンツの二 人の人物 が登場 し,こ の ラインに沿 ってハサ ミを入
れてい く(fig.6)。す ると,カ ッ トした ライ ンが フ リンジの
ようにな った帽子,シ ャツ,ス カー ト,バ ッグ,靴 下な どが
現れ,そ れ らがモ デル に装着 され る(fig.7)と頭 か ら爪先
まで一 連 の 装 い とな った。 〈Queen>と題 され る そのA-
POCは,実 は筒状 にな ってお り,た だ カ ッ トす るだけで,
生地か ら衣服 に変身 したのである。続 いてそのヴァリエーショ
ンがつぎつぎ に披露 された後,最 後 には赤 く長 い二枚の生地
か らつ くられた 〈LeFeu>が登場 した(fig.8)。それ らは,
最初 にあ った 白い生地 と同 じくまだ カ ッ トされて いない状態
ではあ るが,一 枚 の生地 にはシ ャツの ライ ンが,も う一枚 の
生地 には スカー トの ライ ンが水平方 向に連続 して並んでい る。
二枚の長 い生地 は,シ ャツが上,ス カー トが下 に垂 直に伸 ば
された。二十数人 ものモデルは,お のおの シャツとスカー ト
ー 組の ライ ンに入 り,生 地 の中に列をな して ステー ジを歩 い
た。 縫製す る ことな く,生 地がその まま衣服 となるA-POC
をア ピール したのであ る。
次 に1999年4月に開催 されたユ999-2000年秋冬 コレクショ
ンに注 目 して みたい。 そのなかの くAlien>は,赤地 に黒 の
ライ ンが配 された生地 で全身を覆われた モデルの登場か らは
じめ られた(fig.9)。モデルを覆 っていた生地 は,頭 や顔,
手首 や脚 首までを くるむ,や や タイ トな ジャ ンプスー ツのよ
うにも思 え る奇妙な衣服 である。その頭の周囲 にはフ リンジ
があ り,首 や胴体部分 には ドレー プが寄 って いる。顔 と胸 の
部分は,メ ッシュにな っている。ぴ った りして いる脚の両脇
fig,6シ ョー の様 子1988
fig.7シ ョー の様 子1986
fig.8シ ョー の様 子1988
fig.9シ ョー の 様 子1989
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fig,10シ ョー の様 子1989
fig.11シ ョー の 様 子1989
には襞があり,ポケットのように手を入れることができる。
ここでもまた,黒 い出で立ちの人物二人が登場 し,足首から
パ ンツの両脇にある襞を切 りとってい く。上半身を覆 う生地
を,バナナの皮のように剥いていくと(fig.10),ノースリー
ブシャツとマスクが繋がった トップスが現れ,剥 かれたほう
の生地は,裏返 ったままちょうどスカー トのようにパンツの
上に被せ られた。裏になったメッシュとメッシュでない部分
は色の濃淡で区別できるようになり,遠 目にはボーダー柄の
ようである。最後に,マスクの中央に切 り込みを入れるとモ
デルの顔が現れ,フ リンジのあるフー ド付き トップスになっ
た。また,胴 体と腿から下のサイ ドにも切 り込みを入れるこ
とで,パ ンツとスカー ト,トップスの重なりが効果的な レイ
ヤー ドスタイルが完成 したのである(fig.11)。〈Queen>
の進化型 として複雑化 したA-POCを効果的にみせる結果
となった。
19世紀中頃までの衣服は,つ くり手である仕立屋が顧客
である上流階級の女性たちのもとへ出向き,その要望に応 じ
たかたちに仕立てるという受動的な方法でつ くられていたた
め,衣 服を見せ る機会は必要とされていなかった。1858年
頃に今日のようにつ くり手自らが創作 した衣服をつ くるとい
う能動的な方法が取 り入れ られたときに,は じめてモデルが
創作 した衣服を身につけ招待客に披露する形式が採用された。
その形式は徐々に一般的にな り,現在では報道記者,バ イヤー,顧客などを招待し,新 しい衣
服を纏ったモデルが舞台を歩 くという形式XCIが大部分を占めるようにな っている。近年では,
モデルではな く人形に着せた り,路上にいるモデルを追いかけて写真を撮 らせたり,といった
ように趣向を凝らしたショーも多 く見 られるようになってきているXm。だが,こ のように工夫
された演出があっても,それ らは,「すでに出来上が っている衣服」を見せているにすぎない。
つくり手が創 りあげた新 しい衣服をそのまま提示するという基本的な部分は変化 しないままで
あった。 しか し,先 に示 したようなA-POCのショーはその基本的な部分に変化を もたらし
た。 ショーのはじめに登場するのは,まだ衣服になっていない生地であり,完成品とはいえな
いものである。A-POCにとっては,シ ョーのなかでカットす るという行為xvmと新 しい衣服
そのものとは切 り離せない関係にある。つまり,A-POCが提示 したい対象は,新 しい衣服だ
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けではな く,カ ットするという行為自体も含む ものなのである。それは,直接にカットするこ
とだけでな く,A-POCがどのように生地か ら成立しているのかということにも理解を促すも
ので もある。
2-2A-POCの 展覧会
1997年10月のイ ッセ イ ミヤ ケ1998年春
夏 パ リコ レク シ ョンにお い てA-POCの
原型 であ る 〈JustBefore>がは じめて姿
を現 した。 この 〈JustBefore>は,1998
年 にパ リのカル テ ィエ現代 美術財 団,翌
1999年にニ ュー ヨー クのエ ース ・ギ ャラ
リー,そ して2000年に東京都 現代美 術館
で 開 催 さ れ た 「ISSEYMIYAKE
MAKINGTHINGS」 展 の会場 で展示 さ
fig.12展覧会の様子2000
れた。東京都現代美術館の展示では,広 い吹き抜 けのフロアーに黒い生地が直径約6メ ー ト
ルxlxの巨大なロールとなって設置されていた(fig.12)。そのロールから続いて伸びている生
地はV字型に配置され,そ の途中には何体かのマネキンが立っている。遠 くから眺めると巻か
れたテープが引き出されているかのようである。テープのように平面状にみえる生地は,実は
筒状になっており,筒の中に入ったマネキ ンの位置で膨らみ,また平面に戻 り,次のマネキン
でまた膨らむという繰 り返 しである。それぞれのマネキンで膨 らんだ生地は,フ ー ドつきの長
袖のワンピースであったり,背中の大きくあいた,あ る
いは,右 が ノー スリーブ,左 が長袖の アシ ンメ トリーの
ドレスであ った りと,カ ッ トす る部分 によって異な るデ
ザ イ ンにな ってい る。 まだ互 いにつなが り合 って いるそ
れ らは,JUSTBEFOREと い う名 前 の通 り衣服 にな
る直前 を示 したのであ る。
そ して,2001年にはA-POCの み で構成 され た最 初
の展 覧会 で あ る 「A-POCMAKING:IsseyMiyake
&DaiFujiwara」展xxが行 われた。 その会 場 は,絵 画
や彫刻 とい った いわ ゆる芸術作品ではな く,椅 子 を主 と
したデザイ ン製 品が展示 され る美術館 のヴ ィ トラ ・デザ
イ ン ・ミュー ジアム ・ベ ル リンで ある。 幅7メ ー トル, fig,13展覧会の様子zoos
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奥行き100メー トル,高 さ13メー トルの細長い会場 には,そ れまでに開発された各種のA-
POCとこの展覧会のためにつ くられたA-POCが並べ られた。各々のA-POCは,右に置か
れた反物か ら生地が垂直に引き出され,天 井を伝って左へと垂 らされている(fig.13)。垂 ら
された先に配置された トルソーは,袖の長 さが変わっていた り,首周りのかたちが違った りと
いったように,異 なる部分でカットされたA-POCを纏 ってお り,実際に身体が入 った場合
どのようなかたちになるのかということが一 目瞭然であった。そのうえ,カ ットする場面を撮
影 したビデオも流され,構造への理解を促 していた。
また2003年には日本での初めての個展 「なんなの?A-POC」 展が東京のアクシスギャラ
リーで開催された。藤原によると,こ の展覧会はA-POCの軌跡の検証 とこれか ら進むべき
方向の模索 との双方が念頭におかれた ものであるというX1[1。ひとつの展示室の天井には,ま だ
生地の状態のA-POCが縦方向に長 く伸ばされ,床 には設計図とも言うべき型紙が,こ ちら
もまた縦方向に敷かれた。横方向には,吊 された白いネ ットにカット済みのA-POCが留め
られ,そ の前方に実際に着用 した状態が人台の上にあらわされた。柄や糸の種類といった素材
生産の指示が書き込まれた企画段階に用いられるトワルまでが陳列 され,段 階を経たA-POC
fig.14展覧会の様子2002
の進化の過程とその特徴的な構造が,ネ ットの網 目を通
して一望できる。 また別室の 「A-POC〈bagette>の
解剖」?[11では,素材を構成 している1本 の糸の巨大模型
(fig.14)が用意されるなど,そ の製造過程か らロゴデ
ザイン,パ ッケージまでA-POCに対す るあ らゆる視
点か らの分析が視覚化されていた。実際のA-POCの
進化の過程 と並列 して,通常は隠される部分である制作
の技術やプロセスが詳細にわたって披露されたのである。
1970年頃から増加 してきた衣服の展覧会は,そ のほとんどが民族衣装や過去の衣服の陳列
であった。陳列 される衣服は,形状や色,時代など何 らかのテーマに沿っていてもその展示方
法の多 くは,マ ネキ ンか人台に着せ られて並べられるだけであった。1990年頃からは現役デ
ザイナーの作品が取 り上げられはじめ,さ らに20世紀末頃か らはデザイナー本人 も企画 に参
加する例 もみられるようになってきたが,そ の展示方法は主流のままである。展覧会の一環と
してモデルが衣服を纏って歩 くショーを行 ったり,映像を取 り入れた りした試みも目立ってき
ているが,こ れらが見せているものは,従来のショーと同 じく相変わらず 厂すでに完成 してい
る衣服」である。それに対して,A-POCが提示 しているのはこれか ら完成する衣服であり,
そして,そ の生産のプロセスの手がかりとなるものなのである。
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2-3A-POCの シ ョップ
初 めてのA-POCの シ ョップは,2000年2月17日にオー プ ンした青 山店である。A-POCの
企画 デザイ ンを行 う本部で もあ るこの ショップの設計 は 「イ ッセイ ミヤケ」 のた めの空間 デザ
fig,15A・poc青 山店
インや家具の開発で活躍 している吉岡徳仁(196
7～)が担当 した畑 。青山通 りに面 したショップ
の正面はほとんどガラス張 りで,不 特定多数の
道行 く人 々はショップの空間全体を見渡せるよ
うになっている。その外側のガラスには,通 常
アニメーシ ョンによってA-POCのロゴが投影
されているが,A-POCがラックにかけられてい
た り,台 に乗せ られたりしている販売のスペー
ス,そ して,そ の奥にある何やら作業をしている人々のいるア トリエのスペースまで見通す こ
とができるのである。打ちっ放 しコンクリー トの床の販売スペースに足を踏み入れると,天井
や柱の凹凸に合わせてカーブしているシルバーのパネルが目に入る(fig.15)。これはA-
POCのコンセプ トそのものの 「一体成型」でつ くられているエキゾース トパネルX%IVで,その
製造方法を強調 しているかのようである。そして,中央に設置された作業台には,ま だ衣服に
なっていないA-POCが丸め られ,壁 面のラックにはハ ンガーに吊されたA-POCが並べ ら
れた。さらに,こ こから奥を眺めると白衣%4'を纏 った人 々が実験室 といった雰囲気で作業を
している様子がうかがえる。ガラスを隔てて,ミ シン,プレス機 プログラミング用のコンピュー
タ,作業台などが置かれたア トリエのスペースが確認できるのである。 ここでは,A-POCの
企画,試 作が行われているのだが,柱 の陰にある入 り口には扉 もな く,販売のスペースからそ
のまま入れるようになっている。この,ひ とつの場にある販売のスペースと人々が眺められる
ア トリエの組み合わせは,生地をカットすることで衣服のデザインを決定するその最終プロセ
スに着用者が参加できるというA-POCの特性を目に見えるかたちで実現する試みでもある。
続 いて,2000年9月7日 にオー プ ンしたA-
pocパ1丿店 に目を移 してみよ う(fig,16)。
白い空 間に緑,オ レンジ,黄 色が アクセ ン ト
として用 い られているこの ショップは,若 い フ
ラ ン ス の 建 築 家 で あ る ブ ル レ ック 兄 弟%%CI
(RONAN(1971～)&ERWAN(1976～)
BOUROULLEC)に よ ってデザ イ ンされた。
その壁 には横方 向に三本,縦 方向 には壁か ら天 fig.16A-POCパ リ店
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井を伝 ってまた壁へ と,白い金属製の レールが網目状に張られている。このレールは,表か ら
は見えない細いロッドで壁に固定されているため,壁 や天井から浮いているように見える。こ
のレールの任意の位置にパネルを取 り付けたり,A-POCの生地を垂 らしたりすることで,空
間を自由に分割 し構成することが出来る。カ ットす る部分でデザインが変わるA-POCと同
様である。パネルにはマグネットでA-POCを留められるようになっており,一見何 もな く
平面上 に張り付いているかのようである。天井か ら吊り下げられたハ ンガーは,衿 ぐりか らは
何 も見えない構造になっており,ハ ンガーに掛けられているA-POCは,たった1本 のワイ
ヤーで空中に浮かされているかのようである。 また,デ ュポ ンコーリア ン軌xv11製のカ ットす
るための作業台には継ぎ目がみられない。カットするだけで衣服になる,すなわち,縫 い目の
ないA-POCと同様である。ここでもまた,A-POC自身の実際の特徴とコンセプ トが,そ の
空間に機能的に取 り入れられている。
19世紀の既製服の発展までのショップは,た だ単に仕立てた衣服の受け渡しを行 う場であっ
た。それ以前にはブテ ィック(boutique)XXVIIIはあったが,衣 服を販売 したり見せた りするた
めの空間は存在 していなか ったのである。19世紀半ばになると,す こしずつ店頭 に衣服を並
べる動きが現れは じめ,さ らにパサージュXX'Xの出現 と万国博覧会を契機に,陳 列するという
行為が試みられるようになった。次第 にパサージzとショーウイ ンドウの機能が重なり,現在
のショップが誕生 したのである。20世紀半ばになると一層華美な装飾を備え,1980年代 ごろ
からのショップは衣服を見せる機能が重視 されるようになってきた。内側のショップ空間と外
側のパブリック空間の狭間にあったショーウインドウは徐々に拡大 し,ついには全体がショー
ウインドウと化 したショップが相次いで生まれたのである。衣服を提示する場 としてのショッ
プは,そ こにある衣服をより高い価値があるよう見せるたあに趣向を凝 らし,その裏にある生
産の実態を感 じさせないように してきた。 もちろん,A-POCのショップも見せる場ではある
が,こ れらの傾向とは異なる。エキゾース トパネルやデュポンコー リアン⑳のように空間を構
成する素材ひとつか らコンセプ トである一体成型との共通性を打ち出している。また,ア トリ
エまでの見通 しや生地をカ ットする作業台か らは,A-POCの最終形態を決定できるという顧
客 と衣服 とのコミュニケーションを想起させ,目 前にあるA-POCの生産プロセスにも関連
付けられているのである。
3A-POCとプレゼンテーション
A-POCには以上のような提示方法が用いられていた。 これらに共通 しているのは,すでに
完成 している衣服のみを提示する従来の手法とは異な り,未完成の状態から完成へ至る過程を
提示する方法であるという点である。三宅がベル リンでのA-POC展開催にあたり,
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この服 は,モ デルが着て ランウェイを歩 いた ら,普 通の服 に見えて しまう。服の コ ンセ プ
トとプロセスを見せ る"デ モ ・エキスポ"に はタフで飾 らず,本 質 を見抜 く人のい るとこ
ろがいいXXX
と述 べた ことは,展 覧会だ けでな くショーや ショップに もあて はまる。 た しか に,そ の プロセ
スを隠 して生地 のみ,も しくは切 りとられ た衣服 だ けを提示 す るな らA-POCの 特質 は曖昧
にな りが ちであ る。A-POCは プ ロセスや仕組 みが あき らか にされ ることでは じめて理 解 され
る衣 服である。 したが って,そ の もののみの提示 では不十分で あ り,変 化 の過程 を示す ことが
必要 なのであ る。 要す るにA-POCに は,そ の コ ンセプ トとプロセスの開示を 目的 とした提
示方法,す なわち,三 宅 の言葉をか りるのな らば 「デモ ・エ キスポ」 を採用す ることが不可欠
で あった。 か らくりを見せ て もいいことと見せないとわか らないとい う必要十分条件が備わ っ
た結果であ る。
おわ りに
以上,こ こではA-POCを 例 に,衣 服 と提示方法 につ いて考察 を行 った。 従来 とは異 な る
衣服 であ ったA-POCに とって,さ まざまな媒体 を通 して示す プ レゼ ンテー シ ョンがな くて
はな らな い存在であ った。 そ して,そ の提示方法は,実 際の衣服 がその工 程や コンセプ トな ど
全てが含 まれては じめて生成す る もので あることを示 す ものであった。衣服の 「不可視 のデザ
イ ン」を可視 化 し,認 識 させた功績 は大 きい。それは,可 視 の部分へ の比重が大 きか ったプロ
ダク トデザイ ン全体 への問題提起 といえ るか もしれない。
A-POCは,衣 服 の領 域 にはとどまらず,プ ロダ ク トとしての衣服 へ,さ らにプロダク ト領
域全体へ の将来性 も見据えて いるXRXI。A-POCは,まさ しく現代文化 にお けるパ ラダイムシフ
トの一端 を担 う存在 といえ るであろ う。
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iv現 在 の衣 服 は,通 常,春 夏 と秋冬 の年二 回 の コ レク シ ョンで発 表 され て い る。 パ リのオ ー ト・クチ ュー
ル の コ レク シ ョン と,ニ ュー ヨー ク ・ロ ン ドン ・ミラ ノ ・パ リ ・東 京 な どの大 都 市 で行 わ れ る プ レ
タ ポル テ の コ レク シ ョ ンが あ る。 そ れ ぞ れ開 催年,季 節,場 所 に もと も とはパ リの オ ー ト ・クチ ュ ー
ル の新 作 発 表 会 が コ レク シ ョン と呼 ば れ て い た こ と に 由来 す る 「コ レ ク シ ョ ン」 をつ け て 「2000年
春 夏 パ リ ・コ レク シ ョン」 な ど と呼 ぶ こ と が多 い。 これ に よ り,量 産 す る衣 服 の型,素 材,数 量,
納 期 な ど が決 定 され るた め,衣 服 産 業 サ イ クル の 中心 とな る もの で もあ る。
v生 産 量 は少 な いが,こ の他 に 繊維 を揉 み込 んで つ な げ て い くフ ェル トの よ うな もの もあ る。
vi織 物 は,た て 糸 と よ こ糸 の 二 本 の 糸 を交 錯 す る こ とで つ くられ て お り,糸 の種 類 と交 錯 す る方 法 と
の組 み合 わせ に よ って 厚 み や 風合 い の異 な る様 々な 織 物 にな る。 交錯 に は一 定 の法 則 が あ り,平 織
り,綾 織 り,繻 子 織 りが そ の 三原 組 織 で あ る。 そ の 歴 史 は古 く,紀 元 前3000年～2000年頃 に はす で
につ く られ て いた とい わ れ て い る。 織 物 の構 成 原 理 は ほ とん ど変 わ って い な い が,技 術 が 進 歩 した
今 日 で は,織 物 の 種 類 と生 産 す る速 度 は増 加 して い る。 一 方,編 物 は一 本 の糸 がつ くっ たル ー プ の
連 綴 に よ って つ く られ る。 上 下方 向 に進 む たて 編 み と左 右 方 向 に進 む よ こ編 み が あ る が,ニ ッ ト業
界 で は,そ の ふ た 通 り に手 編 み と丸 編 み を足 した 四 つ に分 類 され て い る。 編 み物 の歴 史 も古 く,原
始 時 代 か ら始 ま った とい わ れ て い る。 ニ ッ ト産 業 が 大 き く進 展 して き た の は1960年代 か らで あ り,
1970年代 か ら は いち早 く コ ン ピュ ー タが 導 入 され て い る。
vii近 年 で は,ポ リウ レ タ ンを含 有す る こ とで,糸 自体 に 伸 縮 性 を 持 た せ た もの が あ る た め,そ の 糸 を
使 用 した布 帛 に も伸 縮 性 が あ る もの がみ られ る。
viii購 入 した人 は誰 で もA-pocを カ ッ トで き るが,プ レゼ ン トされ て 着 る人 や 切 るだ けの 人 な ど も考
え られ,特 定 で きな い た め,こ こ で は便 宜 的 に着 用 者 とす る。
ixサ ン デ ィー ・ブ ラ ッ ク著,古 賀 令 子 監 訳 『ニ ッ トウ ェアinフ ァ ッシ ョ ン』 グ ラ フ ィ ッ ク社2003
に詳 しい。
x平 芳 裕 子 「身 体 の裁 縫 術 一 フ ァ ッシ ョン と性 」(『 現 代 芸術 論 』 武 蔵 野 美 術 大 学 出版2002所 収)
な ど。 ま た三 宅 自身 に も,A-POCに 限 った こ とで はな いが,オ ー ト ・ク チ ュ ー ル を 志 向 しな い 発
言 が た びた び あ る。
xiこ れ らの点 は2000年の グ ッ ドデ ザ イ ン賞 の 受賞 等 で も高 く評 価 され て い る。A-POCに 関 連 して,
三 宅 は2000年ジ ョー ジ ・ジ ェ ンセ ン賞 を,藤 原 は2003年度 毎 日デ ザ イ ン賞 を 受 賞 して い る。
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xiiプ リー ツ の衣 服 をつ くる場 合,先 に生 地 に加 工 を 施 し,そ れ を 裁 断 し,縫 製 す る と い う順 序 が 一 般
的 で あ った が,三 宅 の プ リー ツ ・プ リー ズ は,の ち に プ リー ツ加 工 で縮 ま る こ と を計 算 した 大 きめ
の パ ター ンで 先 に衣 服 を縫 い上 げ,出 来 上 が った 後 に プ リー ツ加 工 を施 して 縮 め る。A-POCの よ
う に従 来 の衣 服 制 作 の工 程 を省 くの で は な く,順 序 を 入 れ 替 え た 例 で あ る。
xiii近 年 で は デ ザ イ ン方 法 につ いて の研 究 が 盛 ん に な って きて い る。
xiv近 年 で は プ ロダ ク トデ ザ イ ナ ーが 表 に出 る場 合 が 増 加 しつ つ あ る。
xvL'ecolenationalesuperleuredesbeaux-arts
xviそ の 起 源 は,チ ャー ル ズ=フ レデ リッ ク ・ワー ス(Worth,Charles-Frederick1825-95)の試 み で
あ る とい う説 が 有 力 で あ る。1868年に ワ ー ス を 中心 に,通 称 サ ン デ ィカ[Syndicat(Chambre
SyndicaledelaCoutureParisienne)]と呼 ばれ る ク チ ュ ール 組 合 が 設 立 され,1884年には 同 業 者
組 合 と して認 定 さ れ,1911年にパ リの 高 級 衣 装 店 組 合 と して 再 発 足 し,幾 度 も の規 約 改 正 の の ち,
現 在 の よ うに季 節 ご と に一 斉 に コ レ ク シ ョ ンを 開 催 す る こ と にな った。 現 在 で は,パ リの オ ー ト ・
クチ ュー ル の コ レク シ ョ ンとパ リの プ レ タポ ル テ の コ レ ク シ ョ ンを取 り仕 切 る ほか,服 飾 関係 の 専
門 学 校 も開設 して い る。
xvii拙 稿 「服飾 表現 の変 容 と そ の行 方II」 『女 子美 術 大 学 研 究 紀 要 第31号』2001pp.39-45.参照
XVIIIショー の な か で カ ッ トす る方 法 は,そ れ 以 前,1996年に佐 賀 町 エ キ ジ ビ ッ トスペ ー ス にて 開催 され
たPLANTATION」 ブ ラ ン ドの1996-97年秋 冬 東 京 コ レ ク シ ョ ンで 採 用 され て い る。 デ ザ イ ナ ー
の 津 村 耕 佑 が 行 って い た の はA-POCと 同 様 に切 り取 る と た ち ま ち衣 服 に な る とい う もの で あ る。
こ こで は,カ ッ トす る と こ ろ まで が 販 売 され る まで に はい た って い な か っ た。 しか しな が ら,こ の
シ ョー の 会 場 に三 宅 や 藤 原 が お り,こ れ を ヒ ン トにA-POCを 発 展 させ た 可 能性 が な い とは い え な
い 。
XIX朝 日新 聞 夕刊2000,8.4
xx会 場 構 成 は吉 岡徳 仁 。
xxi『AXIS』vol.105ア ク シスパ ブ リ ッシ ャ ー ズ2002p.98.
xxii会場 構 成 は佐 藤 卓 。
xxiii吉岡 は,新 材 料 に も興 味 を持 ち,型 には ま らな い活 動 を 続 けて い る現 在 期 待 され て い る若 手 デ ザ イ
ナ ー の 一人 で あ る。
xxivド イ ツのBMW社 が 開発 した車 の マ フ ラー な ど を 覆 う 「一 体 成 型 」 で つ く られ る再 生 ア ル ミニ ウ
ム 。 車 の エ ンジ ンや マ フ ラ ー な ど の機 能 は,空 間 で 言 え ば 天 井 ダ ク トや配 管 な どの 設 備 機 能 に 似 て
い る。 この素 材 の製 造 方 法 や機 能 をそ の まま 衣 服 の コ ンセ プ トと して置 き換 え,空 間 をエ キ ゾ ー ス
トパ ネ ル で 覆 うこ とに よ りA-POCの コ ンセ プ トを よ り強 調 させ る こ とを考 え た ら しい。
XXV季 節 によ って色 が変 わ る。
xxvi1998年か ら"ロ ナ ン&エ ル ワ ン ・ブル レ ッ ク"と して 活 動 を 始 め た,フ ラ ンス人 の 兄 弟 デ ュオ 。 プ ー
ロ ダ ク トと家 具 を 中心 と しな が ら,パ リの 「A-POC」シ ョッ プで 初 め て スペ ー ス デ ザ イ ンを 手 が
けた 。
xxvii1965年に ア メ リカ の デ ュ ポ ン社 が 開発 した素 材 の製 品 名。MMA(メ チ ル メ タア ク リ レー ト)樹 脂
含 有 強 化 無 機 材。
xxviiiオート ・クチ ュ ー ル の店 に付 随 して 設 置 され た 香 水,装 身 具 等 の ア クセ サ リー類 を並 べ,即 売 して
い る比 較 的 小 規模 な 小売 店 。
xxixガ ラ ス屋 根 で お お わ れ,両 側 に商 店 が 立 ち並 ぶ アー ケ ー ド街 の こ と。パ リで は,19世紀 半 ば か らガ
ラ スの 生 産 が 活発 に な り,シ ョー ウ イ ン ドウが 発 展 しは じめ,産 業 の振 興 に よ って パ サ ー ジ ュの 整
備 が 始 ま った 。
xxx『 装 苑 』vol.56-9文化 出版 局2001p.31.
xxxi文 中 で は触 れ な か った が,A-pocは 現 実 に家 具 や建 築 な どに 対 して も用 い られ るよ う に試 行 錯 誤
を 繰 り返 して き て い る。
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